
  



２ 本時について 

（１）本時目標 ミョウバンをもっと取り出せるかどうか既習事項をもと考え、話し合いを通して自分の考えを

はっきりさせたり、深めたりすることができる。 

（２）本時展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実践を終えて 

 単元の導入では、「スーパーロングビニール袋で食塩をとかしてみよう」という活動を行った。長さ１ｍの透明

なビニール袋に水を満たし、上から食塩を落とす。すると、透明な筋のようなものを出しながらもやもやと溶け

て見えなくなる様子（シュリーレン現象）を観察することができる。この観察を通して、子どもたちは「食塩が

途中で見えなくなったのは、食塩が水に溶けたからかな。」「溶けた食塩はどこに行ったんだろう。」「食塩が溶け

たから、水の重さは重くなったと思う。」「もっと溶かしてみたい。」など、単元目標にせまるための問いを持つこ

とができた。導入から、子どもたちの問い→話し合い→実験→考察→問い…という繰り返しで単元構想を練り、

実際の授業も進めていくことができた。 

 本時では、「ミョウバンをもっと取り出せるかな」ということを学習問題に設定した。前時にそれぞれの考えを

ノートに記入させたところ、考えの根拠として「水溶液の中にまだミョウバンはいるから取り出せる」「水溶液の

中にもうミョウバンはいないから取り出せない」ということを挙げている子どもが非常に多かった。そこで、「ま

だいる」「もういない」をキーワードにしながら、ひびき合いをめざしていこうと考えた。しかし、実際の授業で

は、水溶液の中がどのような状態であるのか、子ども同士でイメージを共有することが難しかった。イメージを

共有するための手立てとしてイメージ図も書いていたが、本時の中で教師が上手く活用することができず、ひび

き合う話し合いができなかった。また、子どもたちは話し合いの中盤で「ミョウバンはまだいると思うから、早

く確かめたい。」という思いにシフトしていたが、教師自身が授業前に抱いていた本時の展開案に固執してしま

い、子どもの思いと乖離した授業になってしまった。以上のことから、本時の学習問題は「ミョウバンをもっと

取り出せるかな」よりも「ミョウバンをもっと取り出すにはどうしたらよいか」の方がよかったのではないかと

考える。ミョウバンを取り出す方法を話し合う方が、子どもたちも考えが持ちやすく、具体的にたくさんの意見

が出たのではないかと思う。 


